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近
世
歴
史
物
語
と
し
て
の
『
月
の
ゆ
く
へ
』 

―
― 

宮
廷
貴
族
の
補
任
記
事
を
め
ぐ
っ
て 

―
― 

  

福 

田 

景 

道 

  
 
 
 

一 

は
じ
め
に 

  

『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
荒
木
田
麗

女
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
た
文
芸
的
な
歴
史
叙
述
で
あ
る
。
高
倉
帝

即
位
の
仁
和
三
年
（
一
一
六
八
）
か
ら
安
徳
帝
が
死
去
し
た
元
暦

二
年
（
一
一
八
五
）
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
「
前
稿
」
（
１
）

で
検

証
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
高
倉
朝
の
初
期
ま
で
が
『
今
鏡
』
に
見

え
、
後
鳥
羽
朝
以
降
は
『
増
鏡
』
に
詳
述
さ
れ
る
の
で
、
高
倉
・

安
徳
二
代
が
欠
落
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
空
白
期
間
を
補
塡
す

る
点
に
歴
史
語
り
の
契
機
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来

は
そ
の
間
隙
を
埋
め
て
い
た
『
弥
世
継
』
が
散
佚
し
た
た
め
、
そ

の
部
分
を
補
う
と
い
う
目
的
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

歴
史
物
語
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
は
、
『
水
鏡
』
―
『
大
鏡
』
―

『
今
鏡
』
―
『
月
の
ゆ
く
へ
』
―
『
増
鏡
』
―
『
池
の
藻
屑
』
と

連
な
っ
て
間
断
な
き
日
本
通
史
を
完
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が

認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
根
拠
に
『
月
の
ゆ
く
へ
』
が
正
統
な
歴
史
物

語
と
認
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
２
）

。
和
文
に
よ
る
平
易
な
日
本

史
を
享
受
・
学
修
し
よ
う
と
す
る
際
に
歴
史
物
語
が
き
わ
め
て
有

用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
３
）

、
そ
の
場
合
、
空
白
を
生
じ

さ
せ
な
い
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
存
在
に
重
要
性
が
見
出
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
（
４
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
通
史
の
連
続
性
だ
け
で

作
品
の
性
質
や
価
値
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
四
鏡
や
鏡

物
の
時
間
的
連
鎖
は
、
『
増
鏡
』
の
構
想
に
基
づ
く
虚
構
ま
た
は

誇
張
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
（
５
）

、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
月
の
ゆ
く

へ
』
が
歴
史
物
語
の
本
流
に
加
え
ら
れ
る
根
拠
も
失
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。 

 

ま
た
、
成
立
時
期
が
近
世
で
あ
る
た
め
、
文
学
的
諸
基
盤
が
中

世
以
前
と
異
な
る
こ
と
が
無
視
で
き
ず
、
純
粋
な
歴
史
物
語
か
ら
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除
外
す
る
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
（
６
）

。
「
擬
歴
史
物
語
」

（
７
）

と
い
う
捉
え
方
も
あ
る
。
後
続
歴
史
物
語
ま
た
は
擬
古
的
歴

史
物
語
と
扱
う
こ
と
も
で
き
る
（
８
）

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
、
一
貫
し
た
通
史
の
一
部

と
し
て
享
受
さ
れ
る
場
合
は
正
規
の
歴
史
物
語
に
属
す
る
が
、
成

立
の
状
況
に
基
づ
く
と
歴
史
物
語
の
亜
流
で
し
か
な
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
前
稿
」
で
は
、
こ
の
作
品
の

枠
物
語
形
式
に
注
目
し
、
外
枠
の
歴
史
語
り
設
定
の
実
相
を
追
究

し
、
純
正
な
鏡
物
系
歴
史
物
語
の
そ
れ
と
の
比
較
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
枠
物
語
構
造
に
は
、
不
完
全
性
や

脆
弱
性
が
指
摘
で
き
る
け
れ
ど
も
基
本
的
に
は
伝
統
的
枠
構
造
が

保
持
さ
れ
て
い
る
点
、
中
古
の
『
大
鏡
』
や
『
今
鏡
』
と
は
差
異

が
あ
り
、
中
世
の
『
増
鏡
』
に
は
近
似
し
た
構
成
が
企
図
さ
れ
て

い
る
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
外
枠
部
分
か
ら
は
、
『
弥
世
継
』

の
欠
落
を
補
う
だ
け
で
は
な
い
、
独
自
性
の
所
在
が
予
想
で
き
る

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
叙
述(

内
実)

が
正
統
歴
史
物
語
と
し
て
受
容
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
考
究
す

る
。 

  
 
 
 

二 

皇
位
継
承
史
構
想
の
伏
在 

  

「
歴
史
物
語
」
に
は
確
定
的
な
定
義
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
個

別
の
作
品
を
歴
史
物
語
一
般
の
作
品
群
に
含
め
る
こ
と
の
可
否
を

判
定
す
る
基
準
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
主
要
な
歴
史
物
語
諸

作
品
に
共
通
す
る
性
格
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に

も
存
在
す
れ
ば
、
歴
史
物
語
と
見
な
す
可
能
性
が
高
く
な
る
と
考

え
て
、
判
定
の
根
拠
と
す
る
。
「
前
稿
」
で
は
、
鏡
物
系
歴
史
物

語
に
共
通
す
る
枠
物
語
形
式
の
実
質
的
生
動
を
『
月
の
ゆ
く
へ
』

の
序
文
に
確
認
し
た
の
で
、
歴
史
物
語
と
見
な
し
得
る
要
因
を
一

つ
確
認
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

さ
て
、
現
在
、
間
違
い
な
く
歴
史
物
語
で
あ
る
と
確
信
で
き
る

作
品
は
、
『
栄
花
物
語
』
と
四
鏡
（
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
『
水

鏡
』
『
増
鏡
』
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
長
期
間
の
歴
史
叙
述
を
中

心
に
作
品
世
界
を
組
み
上
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ

ら
の
共
通
項
と
し
て
、
皇
位
継
承
史
的
性
格
に
注
目
す
る
。
す
べ

て
作
品
世
界
の
機
軸
に
皇
位
継
承
史
構
想
を
潜
在
さ
せ
る
か
ら
で

あ
る
（
９
）

。
中
古
に
成
立
し
た
歴
史
物
語
は
、
『
栄
花
物
語
』
と

『
大
鏡
』
が
「
世
継
」
「
世
継
物
語
」
「
世
継
翁
物
語
」
な
ど
と

も
呼
ば
れ
、
『
今
鏡
』
が
「
続
世
継
」
「
新
世
継
」
な
ど
と
呼
ば

れ
た
よ
う
に
必
ず
「
世
継
」
を
含
む
別
称
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
王

位
の
継
承
過
程
や
王
家
の
系
譜
を
表
す
「
世
継
」
が
歴
史
物
語
形

成
の
根
基
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

（
10
）

。
こ
の
点
か
ら
は
、
『
秋
津
島
物
語
』
『
六
代
勝
事
記
』

『
五
代
帝
王
物
語
』
『
梅
松
論
』
『
保
暦
間
記
』
『
神
明
鏡
』
も

純
正
な
歴
史
物
語
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
（
11
）

。
『
月
の
ゆ
く

へ
』
も
同
様
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
は
、
高
倉
・
安
徳
・
後
鳥
羽
三
帝
の
皇
位

継
承
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
。
安
徳
帝
の
場
合
、 

 
 

さ
し
つ
ぎ
は
八
十
一
代
の
君
に
お
は
し
ま
す
。
御
諱
言
仁
と

申
し
奉
り
、
新
院
の
一
の
皇
子
に
て
、
御
母
中
宮
平
徳
子
と



－219－ 

申
し
、
さ
き
に
も
聞
え
さ
せ
し
入
道
太
政
大
臣
清
盛
の
御
女

に
て
お
は
し
ま
す
。
此
の
帝
治
承
二
年
十
一
月
十
二
日
に
生

ま
れ
さ
せ
給
ひ
、
同
じ
き
十
二
月
、
坊
に
居
さ
せ
給
ひ
、
同

じ
き
四
年
二
月
二
十
一
日
、
三
つ
に
て
御
父
新
院
の
譲
り
を

う
け
さ
せ
給
ふ
。
殿
は
軈
て
摂
政
し
給
ふ
（
12
）

。
（
六
六

頁
） 

と
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
今
鏡
』
に
酷
似
す
る
。
た
と

え
ば
、
最
初
の
後
一
条
帝
を
見
る
と
、 

 
 

後
一
条
の
帝
と
は
、
前
の
一
条
院
の
御
二
の
皇
子
に
お
は
し

ま
す
。
御
母
、
上
東
門
院
、
中
宮
彰
子
と
申
し
き
。
入
道
前

太
政
大
臣
道
長
の
お
と
ど
の
御
む
す
め
な
り
。
こ
の
帝
寛
弘

五
年
九
月
の
十
日
あ
ま
り
一
日
の
日
生
ま
れ
さ
せ
給
へ
り
。

同
年
の
十
月
十
六
日
に
ぞ
親
王
の
宣
旨
聞
え
さ
せ
給
ひ
し
。

同
八
年
六
月
十
三
日
東
宮
に
た
た
せ
給
ふ
。
御
年
四
つ
に
お

は
し
ま
し
き
。
（
中
略
）
三
条
院
（
中
略
）
長
和
五
年
正
月

の
二
十
九
日
に
、
位
を
こ
の
帝
に
譲
り
申
さ
せ
給
ひ
き
。
御

年
九
に
ぞ
お
は
し
ま
し
し
（
13
）

。
（
『
今
鏡
』
上
・
四
五

頁
） 

と
あ
っ
て
、
父
帝
名
、
母
后
名
、
外
祖
父
名
な
ど
が
順
次
紹
介
さ

れ
、
誕
生
、
立
坊
、
即
位
の
年
月
日
が
明
記
さ
れ
る
と
い
う
叙
述

形
式
に
お
い
て
両
作
品
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
「
世
継
物

語
」
の
形
式
を
堅
持
す
る
『
今
鏡
』
と
同
等
程
度
に
『
月
の
ゆ
く

へ
』
で
も
帝
位
交
替
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と

理
解
で
き
る
。
大
嘗
会
や
朝
覲
行
幸
な
ど
の
皇
位
継
承
に
関
連
す

る
行
事
に
一
定
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
理
解
と
矛

盾
し
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
で
は
、
踐
祚
・
即
位
は
上
の
安

徳
帝
以
外
に
は
、
高
倉
・
後
鳥
羽
二
帝
し
か
経
験
し
て
い
な
い
。

高
倉
帝
の
踐
祚
記
事
に
は
、
安
徳
帝
の
場
合
と
同
様
の
構
造
が
見

い
だ
せ
る
が
、
作
品
の
歴
史
叙
述
の
起
点
で
あ
る
た
め
皇
位
継
承

者
に
選
ば
れ
る
経
緯
は
詳
し
く
な
い
（
14
）

。
後
鳥
羽
帝
に
つ
い
て

も
、
安
徳
先
帝
の
都
落
ち
が
も
た
ら
し
た
例
外
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
た
め
、
変
則
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
倉
帝
は

先
行
の
『
今
鏡
』
と
、
後
鳥
羽
院
は
既
存
作
品
『
増
鏡
』
と
重
複

す
る
の
で
、
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
月
の
ゆ
く
へ
』
で
は
皇
位
や
帝
本
人
が
枢
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
皇
位
継
承
の
経
緯
や
そ
の
導
因

が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
作
品
世
界
の
強
力
な
機
軸
に
は
な

り
得
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
四
鏡
や
『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
な

「
世
継
」
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。 

 

皇
位
継
承
史
的
側
面
に
関
し
て
は
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
純
粋

な
歴
史
物
語
の
範
囲
に
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
叙
述
期
間
の
短
さ
に
基
づ
く
と
も

言
え
る
。
こ
の
短
さ
が
判
定
に
際
し
て
の
難
点
と
な
る
（
15
）

。 

  
 
 
 

三 

摂
関
職
交
替
史
の
形
成 

  

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
叙
述
の
対
象
期
間
に
は
、
皇
位
交
替

の
回
数
は
少
な
い
が
、
大
臣
や
公
卿
の
変
遷
は
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

平
氏
の
急
速
な
擡
頭
に
よ
っ
て
旧
来
の
上
流
貴
族
が
そ
の
地
位
を
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譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

平
清
盛
と
後
白
河
院
と
の
軋
轢
が
加
わ
っ
て
、
貴
族
層
の
官
職
の

得
失
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
藤
原
成
親
や
源
頼
政
の
平
氏
討
滅
の
動

き
が
関
係
し
た
公
卿
の
地
位
を
奪
い
、
木
曽
義
仲
や
源
範
頼
・
義

経
の
宮
都
支
配
に
伴
っ
て
栄
進
す
る
廷
臣
と
失
墜
す
る
者
と
が
截

然
と
区
別
さ
れ
た
。
摂
関
家
の
中
の
近
衛
・
松
殿
・
九
条
の
各
系

統
の
競
合
が
そ
れ
に
連
動
し
た
。
花
山
院
家
、
閑
院
流
藤
原
氏
諸

家
、
村
上
源
氏
の
土
御
門
家
も
時
代
の
激
動
と
無
関
係
で
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
貴
族
諸
家
の
盛
衰
に
注
目
し
て
、

先
行
の
歴
史
物
語
と
同
傾
向
の
構
想
や
方
向
性
が
付
置
さ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

『
大
鏡
』
や
『
今
鏡
』
は
諸
家
の
系
図
を
基
幹
に
列
伝
を
構
成

し
て
お
り
、
そ
こ
に
作
品
全
体
の
主
題
や
歴
史
観
が
顕
現
し
て
い

る
。
天
皇
家
の
系
譜
（
系
図
）
と
最
有
力
貴
族
の
一
統
と
の
姻
戚

関
係
に
よ
っ
て
歴
史
の
流
れ
を
解
釈
す
る
の
で
あ
る
（
16
）

。
『
月

の
ゆ
く
へ
』
に
は
系
図
的
構
成
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う

な
意
味
で
の
歴
史
物
語
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

『
水
鏡
』
『
増
鏡
』
に
は
、
系
図
的
構
成
の
部
分
は
存
在
し
な

い
が
、
編
年
的
に
貴
族
の
浮
沈
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
皇
位
継
承
の
経
緯
に
関
与
し
相
互
作
用
す
る
側
面
の
み
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
、
歴
史
物
語
の
皇
位
継
承
史
構
想

に
直
結
し
て
い
る
と
推
断
で
き
る
（
17
）

。
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
も

貴
族
層
の
動
向
が
活
写
さ
れ
る
の
で
、
皇
位
の
変
遷
と
の
関
連
を

以
下
に
検
証
す
る
。 

 

ま
ず
、
摂
関
職
の
推
移
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皇
位

継
承
に
密
接
に
関
連
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

冒
頭
の
高
倉
帝
踐
祚
記
事
の
中
に
①
「
基
房
の
大
臣
摂
政
し
給

ふ
」
（
一
一
頁
）
と
見
え
、
こ
の
作
品
の
歴
史
叙
述
の
始
発
時
点

で
藤
原
（
松
殿
）
基
房
が
摂
政
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。

こ
の
後
、
基
房
は
「
摂
政
殿
」
「
殿
」
と
呼
称
さ
れ
て
物
語
世
界

に
頻
出
す
る
。
殿
下
乗
合
事
件
で
も
同
様
で
あ
る
。 

 

こ
れ
以
降
、
摂
関
職
は
大
き
く
三
度
交
替
し
（
18
）

、
そ
の
す
べ

て
が
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
記
録
さ
れ
る
。
②
「
殿(

基
房)

も
今
は

摂
政
退
か
せ
給
ひ
、
関
白
と
ぞ
申
す
め
る
。
」
（
二
四
頁
。
承
安

二
年
）
と
あ
っ
て
、
摂
政
か
ら
関
白
に
転
じ
た
こ
と
も
看
過
さ
れ

な
い
。
基
房
の
関
白
は
こ
れ
か
ら
七
年
間
維
持
さ
れ
る
。 

 

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
に
平
清
盛
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
政
変
（
19
）

の
際
に
摂
関
の
地
位
が
藤
原
（
近
衛
）
基
通

に
移
動
す
る
。 

 
 

③
ゆ
く
り
も
な
く
、
大
殿
（
基
房
）
の
そ
く
（
関
白
職
）
を

と
が
め
奉
り
、
（
中
略
）
故
基
実
の
大
臣
の
御
子
基
通
と
て
、

二
位
の
中
将
に
て
居
給
ふ
を
、
内
大
臣
に
て
関
白
に
な
し
奉

り
、
氏
の
長
者
な
ど
、
皆
入
道
（
清
盛
）
の
は
か
ら
ひ
申
し

給
へ
り
し
と
ぞ
。
（
六
一
頁
） 

 
三
ヶ
月
後
に
は
幼
帝
安
徳
が
踐
祚
し
、
基
通
は
摂
政
に
移
る
が
、

④
「
殿
は
軈
て
摂
政
し
給
ふ
」
（
六
六
頁
）
と
書
き
漏
ら
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
こ
の
体
制
は
し
ば
ら
く
持
続
し
、
「
殿
」
「
摂
政

殿
」
な
ど
は
基
通
を
表
わ
す
よ
う
に
な
る
。
後
鳥
羽
帝
踐
祚
に
際

し
て
も
⑤
「
摂
政
も
か
は
り
た
ま
は
ず
」
（
九
八
頁
）
と
継
続
が
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確
認
さ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
末
の
木
曽
義
仲
の
京
都

制
圧
に
よ
っ
て
廟
堂
は
一
新
さ
れ
る
。 

 
 

⑥
殿
（
基
通
）
を
も
摂
政
と
ゞ
め
奉
り
、
か
は
り
に
は
、
師

家
の
大
納
言
の
、
無
下
に
若
う
お
は
す
る
を
な
し
奉
り
、
大

臣
に
な
し
あ
げ
参
ら
せ
む
と
す
れ
ど
、
唯
今
け
ち
も
な
け
れ

ば
、
内
の
大
臣
（
実
定
）
の
服ぷ

く

に
て
、
し
ば
し
と
け
給
へ
る

程
、
摂
政
殿
（
師
家
）
に
内
大
臣
の
宣
旨
下
れ
り
。
（
九
九

頁
） 

 

か
な
り
強
引
に
、
基
房
の
三
男
で
わ
ず
か
十
二
歳
の
師
家
が
摂

政
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
摂
関
職
に
就
く
に
は

大
臣
を
本
官
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
服
喪
中
の
徳
大
寺
実

定
の
内
大
臣
を
空
席
と
見
な
し
て
そ
の
席
を
借
用
し
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
ほ
ど
な
く
範
頼
・
義
経
が
義
仲
を
敗
死
さ
せ
、
復
権

を
目
指
し
た
平
家
軍
を
も
一
掃
し
、
そ
の
影
響
で
宮
廷
社
会
は
激

動
す
る
こ
と
に
な
る
。
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
七
月
の
後
鳥
羽

帝
即
位
の
箇
所
に
、 

 
 

⑦
摂
政
も
、
義
仲
う
た
れ
し
後
、
基
通
の
大
臣
立
ち
か
へ
り

仕
う
ま
つ
り
給
ひ
、
師
家
は
大
臣
も
摂
政
も
退
き
給
ひ
、
も

と
の
大
納
言
に
や
（
一
〇
二
頁
） 

と
、
基
通
が
摂
政
に
復
帰
し
、
師
家
が
失
脚
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
（
20
）

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
叙
述
に
は
、
基
房

（
①
②
）
、
基
通
（
③
④
⑤
⑦
）
、
師
家
（
⑥
）
の
間
に
摂
関
職

が
変
転
す
る
様
相
が
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
摂
政
か
ら
関
白
へ
の
転
補
、
皇
位
交
替
時
の
更
任
も
遺
漏
な

く
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
無
欠
の
網
羅
は
『
増
鏡
』
で
も
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
（
21
）

、
中
世
以
降
成
立
の
歴
史
物
語
の

す
べ
て
を
詳
密
さ
に
お
い
て
上
回
る
。
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
摂
関

職
、
顕
職
へ
の
関
心
の
高
さ
が
実
証
さ
れ
、
歴
史
を
対
象
と
す
る

物
語
の
性
質
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。 

 

し
か
し
、
こ
の
精
度
の
高
さ
が
、
実
は
「
世
継
」
と
し
て
の
脆

弱
さ
に
繋
が
り
、
正
統
歴
史
物
語
と
は
見
な
し
難
い
要
因
を
発
現

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
『
増
鏡
』
の
摂
関
職
な
ど
の
補
任
記
事
は
、

皇
位
継
承
史
構
想
に
基
づ
く
も
の
に
限
ら
れ
、
歴
史
物
語
と
し
て

の
統
一
性
に
寄
与
す
る
こ
と
に
徹
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
摂
関
職

記
事
は
皇
位
継
承
史
の
重
要
性
の
投
影
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
22
）

。

『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
は
こ
の
よ
う
な
強
固
な
統
一
的
構
想
は
存
在

し
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

  
 
 
 

四 

大
臣
補
任
記
事
の
精
度
と
一
貫
性 

  

大
臣
の
地
位
へ
の
関
心
も
高
い
。
対
象
と
さ
れ
る
期
間
の
十
一

人
全
員
の
任
免
が
確
認
で
き
る
。
摂
関
職
に
匹
敵
す
る
扱
い
と
言

え
る
。
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
大
臣
関
係
記
事
は
、
丁
寧
な
各
大
臣

の
紹
介
記
事
か
ら
始
ま
る
。 

 
 

❶
今
の
お
ほ
き
お
と
ゞ
に
て
は
、
花
山
院
忠
雅
の
お
と
ゞ
お

は
し
ま
し
、
左
の
大
臣
も
同
じ
藤
原
な
る
経
宗
な
り
。
兼
実

は
右
大
臣
と
ぞ
申
し
、
久
我
の
大
納
言
も
、
此
の
頃
内
大
臣

に
な
り
給
へ
る
。
何
れ
も
や
ん
ご
と
な
く
、
代
々
其
の
家
に
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い
ま
し
け
れ
ば
、
春
日
の
藤
の
し
な
ひ
も
な
が
く
栄
ゆ
る
春

に
あ
ひ
、
源
の
清
き
派
の
末
ひ
ろ
ご
り
て
、
数
そ
ふ
星
の
位

の
光
も
曇
り
な
き
御
代
と
て
、
帝
の
き
び
は
に

坐
お
は
し
ま

す
程
も
、

世
の
中
う
し
ろ
め
た
か
ら
ず
。
上
り
て
の
世
に
も
恥
ぢ
ぬ
様さ

ま

な
り
。
（
一
二
・
一
三
頁
） 

 

高
倉
朝
の
始
発
時
点
、
つ
ま
り
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
叙
述

の
淵
源
に
お
い
て
大
臣
全
員
が
紹
介
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
今
の

お
ほ
き
お
と
ゞ
」
忠
雅
は
、
高
倉
帝
踐
祚
の
六
ヶ
月
後
の
八
月
に

内
大
臣
か
ら
太
政
大
臣
に
昇
進
し
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
空
い

た
内
大
臣
に
「
久
我
の
大
納
言
」
源
雅
通
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

や
や
正
確
さ
に
欠
け
る
が
、
こ
こ
を
起
点
に
以
降
の
大
臣
の
交
替

が
継
続
的
に
記
載
さ
れ
て
ゆ
く
。 

 
 

❷
ま
こ
と
花
山
院
の
大
臣
、
六
月
ば
か
り
よ
り
太
政
大
臣
退

き
給
ひ
し
か
ば
、
冬
の
頃
、
摂
政
殿
（
基
房
）
な
ら
せ
給
ふ
。

（
二
一
頁
。
嘉
応
二
年
〈
一
一
七
一
〉
） 

 
 

❸
冬
つ
か
た
、
左
大
将
（
藤
原
師
長
）
内
大
臣
に
成
り
給
へ

り
。
こ
れ
は
春
の
頃
内
大
臣
に
な
り
し
久
我
の
雅
通
の
大
臣

う
せ
給
ひ
し
御
か
は
り
に
や
。
（
三
二
頁
。
安
元
元
年
〈
一

一
七
五
〉
） 

 
 

❹
殿
（
基
房
）
は
一
年
、
関
白
の
宣
旨
か
う
ぶ
ら
せ
給
ひ
し

折
、
太
政
大
臣
を
も
辞
し
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
今
年
内
の

大
殿
（
師
長
）
に
、
太
政
大
臣
の
宣
旨
あ
り
。
小
松
の
大
將

（
平
重
盛
）
大
納
言
に
て
居
給
ふ
を
、
内
大
臣
に
な
さ
せ
給

ふ
。
（
四
一
頁
。
安
元
三
年
〈
一
一
七
七
〉
） 

 
 

❺
弥
生
表
奉
り
て
、
（
重
盛
は
）
内
大
臣
も
辞
し
申
し
給
ひ

し
。
（
五
八
頁
。
治
承
三
年
〈
一
一
七
九
〉
） 

 

こ
の
後
、
前
述
の
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
③
）
に
よ
り
、

大
臣
位
も
変
動
す
る
。 

 
 

❻
太
政
大
臣
（
師
長
）、
（中
略
）
御
か
う
じ
の
由
に
て
、
お

し
こ
め
ら
れ
給
ひ
に
き
。
（
中
略
）
其
の
日
や
が
て
、
故
基

実
の
大
臣
の
御
子
基
通
と
て
、
二
位
の
中
将
に
て
居
給
ふ
を
、

内
大
臣
に
て
関
白
に
な
し
奉
り
、
（
六
一
頁
。
治
承
三
年

〈
一
一
七
九
〉
） 

 

寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
の
平
家
一
門
の
繁
栄
記
事
の
中
に
、 

 
 

❼
摂
政
殿
（
基
通
）
内
大
臣
の
か
せ
給
ひ
し
御
か
は
り
に
、

宗
盛
の
大
納
言
宣
旨
か
う
ぶ
り
給
ひ
、
内
大
臣
に
な
り
た
ま

へ
り
。
（
八
九
・
九
〇
頁
） 

と
近
衛
基
通
か
ら
平
宗
盛
に
内
大
臣
が
交
替
し
た
こ
と
も
明
記
さ

れ
る
。
翌
年
の
宗
盛
内
大
臣
辞
任
と
徳
大
寺
実
定
の
昇
進
も
落
と

さ
れ
な
い
。 

 
 

❽
今
年
又
内
の
大
臣
（
宗
盛
）
は
、
従
一
位
に
あ
が
り
給
ひ
、

内
大
臣
を
ば
返
し
奉
り
給
ふ
。
御
か
は
り
の
大
臣
に
は
、
実

定
の
大
将
な
り
給
ひ
ぬ
。
（
九
一
頁
） 

こ
の
内
大
臣
位
を
、
前
述
の
よ
う
に
師
家
が
借
用
し
（
⑥
）
、
短

期
間
で
罷
免
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
⑦
）
。
こ
う
し
て
、
す
べ
て
の

大
臣
任
免
が
判
明
す
る
。
太
政
大
臣
に
、
忠
雅
（
❶
）
・
基
房

（
❷
）
・
師
長
（
❹
・
❻
）
が
歴
任
し
、
内
大
臣
位
が
雅
通

（
❶
）
・
師
長
（
❸
）
・
重
盛
（
❹
）
・
基
通
（
❻
）
・
宗
盛

（
❼
）
・
実
定
（
❽
）
・
師
家
（
⑥
）
の
間
を
変
遷
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
（
23
）

。
こ
の
期
間
、
左
大
臣
は
藤
原
経
宗
に
、
右
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大
臣
は
藤
原
兼
実
に
固
定
し
て
い
た
の
で
、
交
替
記
事
は
な
い
が
、

各
種
の
行
事
や
儀
式
に
「
左
の
お
と
ゞ
」
「
左
の
大
殿
」
「
右
の

大
臣
」
「
右
の
大
殿
」
「
左
右
の
大
臣
」
な
ど
と
し
て
し
ば
し
ば

登
場
し
、
大
臣
史
を
彩
る
。
基
房
・
師
長
・
実
定
ら
は
、
挿
話
や

逸
話
の
中
で
も
脚
光
を
浴
び
る
。
大
臣
の
大
饗
も
二
度
記
録
さ
れ

る
（
二
一
・
四
三
頁
）
。
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
お
け
る
大
臣
位
の

重
要
性
が
う
か
が
え
、
大
臣
を
め
ぐ
る
物
語
が
内
包
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
任
免
記
事
の
過
半
が
事
実
の

み
を
伝
え
る
簡
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
え
っ
て
網
羅
し

よ
う
と
す
る
意
図
の
所
在
が
想
定
さ
れ
る
。
簡
略
で
あ
っ
て
も
省

略
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
臣
記
録
の
精
度
は

『
今
鏡
』
や
『
増
鏡
』
を
凌
駕
す
る
。 

 

な
お
、
基
房
に
つ
い
て
「
殿
は
一
年
、
関
白
の
宣
旨
か
う
ぶ
ら

せ
給
ひ
し
折
、
太
政
大
臣
を
も
辞
し
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
」
（
四

一
頁
。
❹
）
と
あ
る
の
は
事
実
に
反
す
る
。
こ
れ
は
当
該
の
師
長

太
政
大
臣
就
任
の
六
年
程
前
の
出
来
事
で
、
厳
格
に
受
け
取
る
必

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
基
房
が
太
政
大
臣
を
辞
し
た
の
は
嘉
応

三
年
（
一
一
七
一
）
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
関
白
宣
下
の
あ
っ
た

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
十
二
月
の
二
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
る
。

基
房
の
太
政
大
臣
は
高
倉
帝
元
服
の
際
の
加
冠
役
の
た
め
の
一
時

的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
元
服
を
受
け
て
摂
政
か
ら
関
白
に
移
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
誤
謬
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
が
、

正
確
で
は
な
い
。
こ
れ
は
『
大
鏡
』
で
道
長
の
太
政
大
臣
期
間
を

実
際
よ
り
長
く
印
象
付
け
て
栄
華
の
持
続
の
長
さ
を
誇
張
し
た
方

法
に
酷
似
す
る
の
で
（
24
）

、
伝
統
的
歴
史
物
語
を
踏
襲
す
る
意
図

を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
断
定

す
る
だ
け
の
根
拠
は
な
い
。
『
大
鏡
』
の
場
合
は
道
長
の
最
高
位

の
官
歴
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
長
期
間
持
続
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
の
、
作
品
の
主
題
に
応
じ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
そ
の
よ
う
な
方
向
性
は
見
い
だ
せ
な
い
の
で

あ
る
。 

  
 
 
 

五 

大
将
を
め
ぐ
る
抗
争
の
物
語 

  

摂
関
職
と
大
臣
位
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
の
補
任
を
記
録

す
る
方
針
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
官
職
で
任
免
が
網
羅

的
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
要
職
で
あ
り
、
全

編
の
展
開
上
、
軽
視
で
き
な
い
の
が
左
右
の
近
衛
大
将
の
地
位
で

あ
る
。 

 

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
の
相
撲
の
節
会
の
盛
儀
が
描
写
さ
れ

る
中
に
「
大
将
」
が
姿
を
現
す
。
こ
れ
が
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
お

け
る
初
出
で
あ
る
。 

 
 

此
の
程
小
松
の
大
納
言
（
重
盛
）
右
大
将
に
成
り
給
へ
り
。

よ
ろ
こ
び
聞
え
に
あ
り
き
給
ふ
と
て
も
、
上
達
部
殿
上
人
あ

ま
た
扈
従
し
給
ふ
る
は
、
珍
ら
し
き
ま
で
な
り
。
（
中
略
）

左
大
将
は
師
長
の
大
納
言
よ
。
い
と
時
の
有
職
に
て
、
人
が

ら
も
や
ん
ご
と
な
き
に
、
右
大
将
立
ち
な
ら
び
給
ひ
、
さ
ら

に
劣
り
げ
な
く
、
（
下
略
）
（
二
八
頁
） 

 

大
将
と
い
う
地
位
の
華
や
か
さ
と
重
要
性
が
具
現
し
、
重
盛
の

存
在
感
と
優
秀
さ
が
明
示
さ
れ
、
一
連
の
平
家
繁
栄
記
事
を
彩
っ
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て
い
る
（
25
）

。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
伏
線
と
な
っ
て
、
次
の
大
将
交

替
が
注
目
の
的
に
な
る
。
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
の
こ
と
で
あ

る
。 

 
 

又
の
年
睦
月
の
司
召
の
頃
、
内
の
大
臣
（
師
長
）
左
大
将
退

き
給
ふ
と
聞
ゆ
れ
ば
、
望
み
申
す
人
々
多
し
。
花
山
院
の
中

納
言
（
兼
雅
）
な
ど
も
、
必
ず
な
り
給
ひ
ぬ
べ
き
人
か
ら
な

れ
ば
、
も
し
や
と
思
す
に
、
院
の
別
当
大
納
言
（
成
親
）
い

か
で
と
思
ふ
心
ふ
か
く
、
（
四
〇
頁
） 

と
、
後
白
河
院
側
近
中
の
有
力
者
が
次
期
大
将
候
補
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
成
親
の
執
着
心
の
描
出
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
で
は
珍
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
段
階
の
予
想
と
期
待
は
覆
さ
れ
る
。 

 
 

三
月
始
め
、
大
将
の
御
さ
だ
め
あ
る
由
な
れ
ば
、
所
々
胸
う

ち
さ
わ
ぎ
て
、
い
か
な
ら
む
と
お
ぼ
い
た
る
に
、
思
ひ
の
外

に
、
右
大
将
（
重
盛
）
左
に
う
つ
り
て
、
御
弟
の
宗
盛
の
中

納
言
、
右
大
将
に
成
り
給
へ
る
物
か
。
（
四
〇
・
四
一
頁
） 

 

こ
こ
で
宗
盛
に
先
を
越
さ
れ
た
成
親
の
恨
み
が
鹿
の
谷
の
謀
議

事
件
の
誘
因
と
な
り
、
物
語
世
界
を
動
か
す
上
で
も
重
要
な
人
事

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
将
の
地
位
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、

同
じ
安
元
三
年
の
う
ち
に
再
び
争
奪
の
的
に
な
る
。 

 
 

内
の
大
臣
（
重
盛
）
は
大
将
退
き
給
ひ
し
と
て
、
又
望
み
申

す
人
々
あ
り
し
に
、
師
走
の
頃
、
実
定
の
大
納
言
な
り
給
へ

り
。
春
の
よ
ろ
こ
び
だ
に
あ
る
を
、
う
ち
続
き
思
ふ
や
う
な

る
事
の
、
目
も
あ
や
に
世
の
人
思
ひ
聞
ゆ
。
（
四
八
頁
） 

と
、
世
評
ま
で
も
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
実
定
の
左
大
将
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
の
平
家
都
落
ち
に
際
し

て
も
「
唯
今
大
将
と
て
い
ま
し
け
る
は
、
実
定
の
内
の
大
臣
、
右

の
大
殿
（
兼
実
）
の
御
子
な
る
良
通
の
中
納
言
ぞ
か
し
。
」
（
九

七
頁
）
と
実
定
の
大
将
職
が
確
認
さ
れ
る
。
も
う
一
人
の
良
通
が

大
将
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
で
初
め
て
知
ら
れ
る
が
、
実
は
四
年

前
の
治
承
三
年
の
補
任
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
近
衛
大
将
の
地
位
は
、
軍
記
文
学
な
ど
で
も

著
名
で
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
物
語
展
開
を
左
右
す
る
大
納
言
成

親
に
関
わ
る
場
合
と
、
作
品
中
で
最
も
丹
念
に
造
型
さ
れ
て
い
る

実
定
の
栄
進
を
脚
色
す
る
場
合
に
限
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
摂
関
や
大
臣
の
記
載
方
法
と
は
明
ら
か
に
差
異
が
あ

る
。 

 

大
納
言
、
中
納
言
、
公
卿
な
ど
の
顕
職
に
も
相
当
の
関
心
が
示

さ
れ
る
。
大
納
言
で
は
邦
綱
・
時
忠
、
中
納
言
で
は
兼
光
ら
の
存

在
感
は
小
さ
く
な
い
。
源
頼
政
の
三
位
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
官
職
の
交
替
そ
の
も
の
が
叙
述
の
対
象

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
宮
廷
社
会
や
官
職
の
重
要
性
は
窺
知
で
き

る
が
、
作
品
世
界
形
成
上
の
要
諦
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
摂
関
や

大
臣
と
は
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 

六 

平
氏
時
代
の
歴
史
構
想 

  
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
語
り
開
始
に
当
っ
て
、
聞
き
手
は
、

『
今
鏡
』
と
『
増
鏡
』
の
間
隙
に
生
じ
た
短
期
間
の
空
白
を
「
安

徳
天
皇
の
し
ろ
し
め
し
つ
る
御
代
、
平
氏
の
時
め
き
ぬ
る
わ
た
り

の
事
」
（
七
・
八
頁
）
と
定
位
し
て
、
そ
の
部
分
の
物
語
を
渇
望
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す
る
。
平
氏
中
心
の
歴
史
物
語
の
展
開
が
予
告
さ
れ
て
い
る
と
も

言
え
る
。 

 
そ
れ
に
即
応
し
て
、
高
倉
帝
の
略
歴
に
続
い
て
平
清
盛
の
出
自

や
事
績
が
詳
述
さ
れ
る
。
太
政
大
臣
に
栄
達
し
、
辞
任
後
も
「
六

波
羅
の
入
道
大
臣
」
と
呼
ば
れ
て
国
政
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が

強
調
さ
れ
る
（
一
二
頁
）
。
こ
れ
に
導
か
れ
る
よ
う
に
現
職
各
大

臣
の
紹
介
記
事
（
❶
）
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
平

氏
の
主
要
人
物
が
頻
繁
に
登
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
中
心
的

な
働
き
を
す
る
。
末
尾
近
く
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
各
所
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
平
氏
の
一
人
一
人
の
末
路
が
遺
漏
な
く
活
写
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
氏
の
全
体
の
衰
亡
は
明
瞭
に
は
捉
え
ら

れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
原
因
が
示
さ
れ
て
も
い
な
い
。
軍
記
文
学

と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。 

 

壇
ノ
浦
で
「
平
家
こ
と

ぐ
く
亡
び
に
け
れ
ば
」
（
一
〇
三

頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
壇
ノ
浦
合
戦
一
回
の
敗
北
を
表
わ
す
に

過
ぎ
な
い
。
描
写
も
簡
略
で
あ
る
。
藤
原
成
親
や
源
頼
政
の
挫
折

や
最
期
と
異
な
ら
な
い
扱
い
と
も
言
え
る
。
平
清
盛
や
重
盛
は

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
代
表
的
人
物
で
あ
り
、
印
象
的
な
挿
話
も
少

な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
は
早
々
と
物
語
の
舞
台
か
ら
退
場

し
て
し
ま
い
、
そ
の
資
質
や
功
績
を
受
け
継
ぐ
者
も
い
な
い
。
作

品
全
体
の
中
に
内
包
さ
れ
る
部
分
的
な
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

ま
た
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
平
氏
は
、
宮
廷
社
会
や
王
朝
社
会

に
依
拠
し
て
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。
武
門
と
し
て
の
特
質
や

役
割
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
貴
族
的
な
官
職
や
地
位
で

し
か
作
品
世
界
内
で
位
置
付
け
ら
れ
な
い
。 

 

平
氏
の
物
語
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
主
要
部
分
を
占
め
る
が
、

作
品
展
開
を
主
導
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
貴
族
社
会
に
参
入

し
、
第
一
の
家
門
に
な
る
こ
と
に
は
成
功
す
る
が
、
平
氏
が
新
し

い
秩
序
を
も
た
ら
し
、
新
時
代
を
切
り
開
く
様
は
描
か
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
軍
記
文
学
と
は
大
き
く
隔
た
る
。
仮
に

『
月
の
ゆ
く
へ
』
か
ら
平
氏
を
取
り
除
い
た
と
し
て
も
、
宮
廷
貴

族
社
会
史
は
一
応
は
存
立
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
藤
原
氏

と
源
氏
を
削
除
し
た
場
合
、
平
氏
関
係
者
だ
け
で
作
品
の
脈
絡
を

維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
平
氏
は
一
時
的
に
貴
族
社
会
に
参
入

し
、
短
期
間
で
姿
を
消
し
た
と
い
う
印
象
も
受
け
る
。
歴
史
叙
述

の
基
軸
と
し
て
作
品
全
体
を
貫
流
す
る
摂
関
家
や
大
臣
諸
家
と
は

本
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
世
界
の
一
貫
し
た
基
軸
と
な
り
支
柱

と
し
て
支
え
た
の
は
、
摂
関
交
替
史
で
あ
り
、
大
臣
史
で
あ
り
、

皇
位
継
承
史
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
並
行
し
て
歴
史
叙
述
の
基
盤

が
確
立
し
、
そ
の
上
に
平
氏
盛
衰
の
物
語
、
徳
大
寺
実
定
の
物
語
、

藤
原
定
家
の
恋
物
語
な
ど
の
独
立
的
物
語
が
躍
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
小
物
語
の
中
で
最
大
の
も
の
が
平
氏
の
物
語
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
「
平
氏
の
時
め
き
ぬ
る
わ
た
り
の
事
」
が
語
ら
れ
た

と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 
作
品
冒
頭
近
く
で
平
家
全
盛
が
強
調
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
直
後

に
旧
来
の
貴
族
の
繁
栄
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
「
食
い
違
い
」
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
（
26
）

。
旧

来
型
の
宮
廷
史
と
平
家
の
物
語
と
の
併
存
、
摂
関
・
大
臣
史
と
平
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氏
興
亡
史
と
の
並
行
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
分
離
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
冒
頭
か
ら
始
発
す
る
皇
位
継
承
史
に
よ

っ
て
連
結
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
『
月
の
ゆ
く

へ
』
に
お
け
る
平
氏
の
隆
盛
は
、
天
皇
家
と
の
姻
戚
関
係
と
血
縁

関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

  
 
 
 

結 
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
物
語
的
側
面 

  

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
全
体
像
に
関
す
る
本
格
的
先
駆
的
論
究
は
、

尾
上
八
郎
と
松
村
博
司
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
27
）

。

そ
こ
で
は
、
取
用
さ
れ
た
文
献
や
成
立
事
情
に
つ
い
て
あ
る
程
度

は
解
明
さ
れ
た
が
、
作
品
論
や
主
題
論
に
お
け
る
考
察
は
少
な
く
、

散
佚
し
た
『
弥
世
継
』
の
叙
述
範
囲
を
補
う
も
の
と
い
う
評
価
し

か
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
『
弥
世
継
』
に

つ
い
て
も
、
『
増
鏡
』
序
文
か
ら
予
想
さ
れ
る
『
今
鏡
』
と
『
増

鏡
』
の
間
の
空
白
を
満
た
す
小
規
模
な
作
品
で
は
な
く
、
『
大

鏡
』
な
ど
と
同
趣
の
本
格
的
な
王
朝
歴
史
物
語
で
あ
っ
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
（
28
）

。
し
た
が
っ
て
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
散
佚

『
弥
世
継
』
を
復
元
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
独
立
し
た
近

世
の
文
芸
的
歴
史
叙
述
と
し
て
改
め
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

尾
上
、
松
村
の
次
に
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
森
安
雅
子
に
よ
っ

て
を
考
察
の
対
象
と
さ
れ
、
取
用
史
料
や
典
拠
が
細
部
に
わ
た
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
29
）

。
同
時
に
作
品
全
体
の
文
学
と
し
て
の

評
価
も
行
わ
れ
（
30
）

、
こ
の
作
品
の
研
究
史
が
新
し
い
段
階
に
進

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
歴
史
物
語
的
性
格
の
有
無
を
本
稿
で
検
討
し

た
結
果
、
宮
廷
貴
族
社
会
、
皇
位
継
承
過
程
、
貴
族
と
し
て
の
平

家
な
ど
を
対
象
と
す
る
物
語
的
な
歴
史
叙
述
の
性
格
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
歴
史
物
語
諸
作
品
に
共
通
す
る
特
徴

で
あ
る
。
「
前
稿
」
で
の
外
枠
の
考
察
と
併
せ
る
と
、
広
義
の
歴

史
物
語
と
見
な
し
て
も
支
障
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

対
象
期
間
の
短
さ
も
関
わ
っ
て
、
皇
位
継
承
史
構
想
（
「
世
継
」

的
性
格
）
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
純
正
歴
史
物
語
に

加
え
る
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
摂
関

交
替
の
経
緯
と
大
臣
任
免
の
全
貌
と
が
作
品
全
体
に
一
貫
し
て
叙

述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
皇
位

継
承
史
と
連
鎖
す
る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
『
月
の
ゆ
く
へ』

を
本
格
的
歴
史
物
語
と
し
て
受
容
す
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
と

も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
栄
花
物
語
』
『
大
鏡
』
『
今

鏡
』
な
ど
の
厳
正
な
中
古
の
歴
史
物
語
（
「
世
継
物
語
」
）
と
、

貴
族
諸
流
の
盛
衰
を
捉
え
る
『
水
鏡
』
『
五
代
帝
王
物
語
』
『
増

鏡
』
『
梅
松
論
』
な
ど
の
中
世
歴
史
物
語
（
31
）

に
続
く
第
三
の
歴

史
物
語
す
な
わ
ち
近
世
歴
史
物
語
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。 

  
注 

（
１
） 
拙
稿
「
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
―
枠
物
語
形
式
の
継
承
と
変
容

―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
三
十
三
号
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
。
「
前

稿
」
と
略
称
す
る
。 
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（
２
） 

石
川
徹
「
歴
史
物
語
の
発
展
と
そ
の
史
的
地
位
」
（
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
第
十
五
巻
第
五
号
。
同
著
『
平
安
時
代
物
語
文
学
論
』

〈
昭
和
五
十
四
年
、
笠
間
書
院
刊
〉
に
再
録
）
、
橘
健
二
「
世
継
の
系

譜
」
（
『
堤
中
納
言
物
語
・
大
鏡
』
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
第
十
巻
、
昭

和
三
十
四
年
、
角
川
書
店
刊
）
、
加
納
重
文
「
歴
史
物
語
の
性
格
」

（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
十
四
巻
第
三
号
、
平
成
元
年
三
月
。

同
著
『
歴
史
物
語
の
思
想
』
〈
平
成
四
年
、
京
都
女
子
大
学
刊
〉
に
再

録
）
、
森
安
雅
子
「
歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
池
の
藻
屑
』
『
月
の
行

衛
』
」
（
『
日
本
言
語
文
藝
研
究
』
〈
台
灣
日
本
語
言
文
藝
研
究
學

會
〉
第
六
号
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
な
ど
参
照
。 

（
３
） 

拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
通
史
教
育
」
（
『
日
本
文

学
』
第
四
十
六
巻
第
七
号
、
平
成
九
年
七
月
）
参
照
。 

（
４
） 

博
文
館
の
『
校
註
国
文
叢
書
』
全
十
八
冊
中
の
第
十
二
冊
（
大
正

三
年
刊
）
、
国
民
図
書
の
『
校
註
日
本
文
学
大
系
』 

全
二
十
五
巻
中

の
第
十
三
巻
（
大
正
十
五
年
刊
）
に
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
本
文
と
注
釈

が
収
載
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
価
値
に
基
づ
く
と
推
断
さ
れ
る
。 

（
５
） 

拙
稿
「
歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
増
鏡
』
―
継
承
性
と
自
律
性
の
観

点
か
ら
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
二
十
号
、
平
成
三
年
十
二
月
）
参
照
。 

（
６
） 

益
田
宗
「
歴
史
物
語
―
暗
中
模
索
的
素
描
―
」
（
『
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
』
昭
和
三
十
八
年
一
月
）
、
松
本
治
久
「
歴
史
物
語
の
系
譜
」

（
『
総
論
編
』
歴
史
物
語
講
座
第
一
巻
、
平
成
十
年
、
風
間
書
房
刊
）

な
ど
参
照
。 

（
７
） 

岡
一
男
「
歴
史
物
語
」
（
『
日
本
文
学
講
座
』
第
二
巻
「
古
代
の

文
学 

後
期
」
、
昭
和
二
十
五
年
、
河
出
書
房
刊
。
同
著
『
古
典
逍
遙

―
文
芸
学
試
論
―
』
〈
昭
和
四
十
六
年
、
笠
間
書
院
刊
〉
再
録
）
。 

（
８
） 

拙
稿
「
歴
史
物
語
の
語
り
手
設
定
の
継
承
と
展
開
」
（
『
島
根
大

学
社
会
福
祉
論
集
』
第
三
号
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
。 

（
９
） 

拙
稿
「
歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀

要
』
第
二
十
七
巻
第
一
・
二
号
、
平
成
五
年
十
二
月
、
平
成
六
年
三

月
）
な
ど
参
照
。 

（
10
） 

前
掲
拙
稿
（
８
）
参
照
。 

（
11
） 

前
掲
拙
稿
（
９
）
の
ほ
か
、
「
『
大
鏡
』
の
構
想
と
皇
位
継
承
過

程
―
「
正
統
」
の
碓
定
と
顕
在
化
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
十
七
号
、

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）
、
「
『
増
鏡
』
の
非
政
治
的
記
事
に
つ
い
て

―
皇
位
継
承
史
的
性
格
の
考
察
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
二
十
一
号
、

平
成
五
年
三
月
）
、
「
『
秋
津
島
物
語
』
の
輪
郭
―
「
歴
史
物
語
の
範

囲
と
系
列
」
補
説
―
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号
、
平
成
六
年
二

月
）
、
「
『
梅
松
論
』
の
皇
位
継
承
史
構
想
―
後
堀
河
院
・
後
嵯
峨

院
・
光
厳
院
の
正
統
性
― 

「
『
大
鏡
』
の
構
想
と
皇
位
継
承
過
程
―

「
正
統
」
の
碓
定
と
顕
在
化
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
十
七
号
、
昭
和

六
十
三
年
十
一
月
）
、
「
『
増
鏡
』
の
非
政
治
的
記
事
に
つ
い
て
―
皇

位
継
承
史
的
性
格
の
考
察
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
二
十
一
号
、
平
成

五
年
三
月
）
、
「
『
秋
津
島
物
語
』
の
輪
郭
―
「
歴
史
物
語
の
範
囲
と

系
列
」
補
説
―
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号
、
平
成
六
年
二
月
）
、

「
『
梅
松
論
』
の
皇
位
継
承
史
構
想
―
後
堀
河
院
・
後
嵯
峨
院
・
光
厳

院
の
正
統
性
―
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
十
四
号
、
平
成
十
七
年
三

月
）
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
十
四
号
、
平
成
十
七
年
三
月
）
な
ど

で
論
証
し
て
い
る
。 

（
12
） 

『
月
の
ゆ
く
へ
』
本
文
の
引
用
は
、
『
校
註
日
本
文
学
大
系
』
第

十
三
巻
（
大
正
十
五
年
、
国
民
図
書
刊
）
に
よ
り
、
適
宜
（ 

）
に
説
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明
を
補
足
す
る
。 

（
13
） 

『
今
鏡
』
本
文
の
引
用
は
、
竹
鼻
績
『
今
鏡
』
（
講
談
社
学
術
文

庫
、
昭
和
五
十
九
年
刊
）
に
よ
る
。 

（
14
） 
八
十
代
の
帝
は
、
御
諱
憲
仁
と
申
し
奉
り
、
後
白
河
院
第
三
の
み

こ
に
お
は
し
ま
す
。
御
母
建
春
門
院
は
、
平
の
滋
子
と
て
、
贈
左

大
臣
時
信
の
御
女
に
い
ま
す
か
し
。
仁
安
三
年
二
月
、
先
帝
お
り

さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
同
じ
三
月
、
御
位
に
即
か
せ
給
ふ
。
ま
だ
い

と
け
な
く
坐(
お
は
し
ま)

せ
ば
、
基
房
の
大
臣
摂
政
し
給
ふ
と
は

い
へ
ど
、
世
の
政
は
猶
一
院
ぞ
よ
ろ
つ
掟
て
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
一

一
頁
） 

（
15
） 

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
皇
位
継
承
史
的
構
想
（
「
世
継
」
風
性
質
）

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
対
象
期
間
の
短
さ
に
よ
っ
て
検
証
不
能

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
期
間
が
長
く
、
考
察
に
値
す
る

回
数
の
皇
位
継
承
者
決
定
事
情
を
内
包
し
て
い
る
『
池
の
藻
屑
』
を
参

考
に
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
16
） 

拙
稿
「
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」
の
考
察
―
冬
嗣
流
藤
原
氏
「
正

系
」
決
定
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
論
叢
（
秋
田
短
期
大
学
）
』
第

三
十
五
号
、
昭
和
六
十
年
三
月
）
、
「
『
今
鏡
』
に
描
か
れ
る
藤
原
道

長
の
栄
華
―
残
映
と
し
て
の
『
大
鏡
』
―
」
（
『
島
大
国
文
』
第
十
八

号
、
平
成
元
年
十
一
月
）
な
ど
参
照
。 

（
17
） 

拙
稿
「
『
水
鏡
』
構
想
論
序
説
―
政
治
史
的
側
面
と
『
大
鏡
』
の

継
承
―
」
『
論
叢
（
秋
田
短
期
大
学
）
』
第
三
十
八
号
、
昭
和
六
十
一

年
十
一
月
）
、
「
『
増
鏡
』
に
み
ら
れ
る
宮
廷
貴
族
諸
流
の
盛
衰
―
外

戚
か
ら
近
臣
へ
―
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
一
号
、
平
成
三
年
九

月
）
な
ど
参
照
。 

（
18
） 

本
稿
で
は
、
官
職
の
任
免
や
交
替
の
実
際
は
、
黒
板
勝
美
他
編

『
公
卿
補
任 

第
一
篇
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
昭
和
六
十
一
年
、

吉
川
弘
文
館
刊
）
に
基
づ
く
。 

（
19
） 

田
中
文
英
「
治
承
三
年
十
一
月
の
政
変
と
摂
関
家
」
（
『
女
子
大

文
学 

国
文
篇
』
第
四
十
三
号
、
平
成
四
年
三
月
）
、
同
「
高
倉
親

政
・
院
政
と
平
氏
政
権
」
（
同
著
『
平
氏
政
権
の
研
究
』
平
成
六
年
、

思
文
閣
出
版
刊
）
、
元
木
泰
雄
「
後
白
河
院
と
平
氏
」
（
古
代
学
協
会

編
『
後
白
河
院
―
動
乱
期
の
天
皇
―
』
平
成
五
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
。

同
著
『
院
政
期
政
治
史
研
究
』
〈
平
成
八
年
、
思
文
閣
出
版
刊
〉
に
再

録
〉
）
、
松
薗
斉
「
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
貴
族
社
会
―
花
山
院

流
と
藤
原
基
房
―
」
（
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
『
人
間

文
化
』
第
二
十
三
号
、
平
成
二
十
年
九
月
）
な
ど
参
照
。 

（
20
） 

師
家
は
こ
の
時
「
も
と
の
大
納
言
」
に
戻
っ
た
の
で
は
な
く
、
官

職
す
べ
て
を
失
っ
て
「
前
内
大
臣
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
る

（
『
公
卿
補
任
』
な
ど
に
よ
る
）
。 

（
21
） 

拙
稿
「
『
増
鏡
』
に
み
ら
れ
る
宮
廷
貴
族
諸
流
の
盛
衰
―
外
戚
か

ら
近
臣
へ
―
」
（
前
掲
〈
17
〉
）
参
照
。 

（
22
） 

拙
稿
「
中
世
歴
史
物
語
と
摂
政
関
白
―
『
五
代
帝
王
物
語
』
と

『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
六
号
、
平
成

九
年
三
月
）
参
照
。 

（
23
） 

冒
頭
近
く
に
、
平
清
盛
の
太
政
大
臣
昇
進
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
「
去
年
の
二
月
」
と
明
記
さ
れ
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
対

象
時
代
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
作
品
世
界
内
の
大
臣
史
に
は
加
わ
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
三
條
の
入
道
左
の
大
臣
」
（
八
四
頁
）

や
「
土
御
門
の
内
の
大
臣
」
（
八
六
頁
）
な
ど
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
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れ
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
範
囲
の
後
に
昇
進
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
大
臣
史
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
。 

（
24
） 

拙
稿
「
長
寿
と
幸
福
―
『
大
鏡
』
世
界
の
栄
華
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
福
祉
文
化
』
第
二
号
、
平
成
十
五
年
二
月
）
参
照
。 

（
25
） 
高
倉
帝
即
位
後
に
は
、
左
大
将
を
経
宗
が
、
右
大
将
を
忠
雅
と
雅

通
が
勤
め
て
い
る
が
、
重
盛
以
前
の
大
将
位
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い

る
。 

（
26
） 

森
安
雅
子
「
『
月
の
行
衛
』
論
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科

学
研
究
科
紀
要
』
第
八
号
、
平
成
十
一
年
十
一
月
）
。 

（
27
） 

尾
上
八
郎
「
解
題
」
（
『
校
註
日
本
文
学
大
系
』
第
十
三
巻
、
大

正
十
五
年
、
国
民
図
書
刊
）
、
松
村
博
司｢

月
の
ゆ
く
へ｣

（
同
著
『
歴

史
物
語 

改
訂
版
』
昭
和
五
十
四
年
、
塙
書
房
刊
）
。 

（
28
） 

拙
稿
「
散
佚
歴
史
物
語
『
弥
世
継
』
の
研
究
」
（
『
島
根
大
学
教

育
学
部
紀
要
』
第
四
十
五
巻
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
）
参
照
。 

（
29
） 

森
安
雅
子
「
『
月
の
行
衛
』
と
『
山
槐
記
』
」
（
『
国
語
国
文
』

第
六
十
八
巻
第
八
号
、
平
成
十
一
年
八
月
）
、
「
『
月
の
行
衛
』
典
拠

一
覧
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
十
四
号
、

平
成
十
四
年
十
一
月
）
な
ど
。 

（
30
） 

（
26
）
に
同
じ
。 

（
31
） 

（
22
）
に
同
じ
。 

 

※
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（23520224

基
盤
研
究
Ｃ

「
歴
史
物
語
の
享
受
と
継
承
の
研
究
―
古
代
・
中
世
・
近
世
歴
史

物
語
全
作
品
の
文
学
史
的
再
編
成
」
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。 

                         




